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Carbon-radical generation from alkyl heteroaryl sulfides is reported. The reaction of 

benzothiazolyl sulfides and 1,1-diphenylethylene in the presence of Hantzsch ester and 

inorganic base additives under blue-light irradiation afforded the corresponding adducts in 

moderate to good yields. The desired product was also obtained when the reaction was carried 

out with Hantzsch ester anions prepared in situ. 
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我々は、青色 LED 光照射下でアルキルベンゾチアゾリルスルホンの炭素－硫黄結

合切断を伴うアルキルラジカル発生法を見出している 1)。この手法は、炭酸カリウム

と Hantzsch エステルから僅かに生じる Hantzsch エステルアニオンの光励起によるも

のであった。本研究では本法の拡張を目的とし、スルフィドへの適用を検討した。 

スルホンの炭素－硫黄結合を実現した Hantzsch エステルと炭酸カリウムを共存さ

せて青色 LED 光を照射する反応条件においては、ベンゾチアゾリルスルフィド (1) 

と 1,1-ジフェニルエチレンからは、わずか 10% の付加体2が得られるのみであった。

一方、より多くの Hantzsch エステルアニオンが発生する 2) とされる炭酸セシウムを

用いたところ、劇的に反応性が向上することが明らかとなった (収率 94%)。また、本

反応は Hantzsch エステルと強塩基から調製した Hantzsch エステルアニオンを用いて

も進行し、30~83% で付加体を与えた。 
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